
平成２６年度公益財団法人小田原市体育協会事業報告書 
 

総 括 

平成２６年度、本協会は、スポーツは世界共通の人類の文化であるとのスポーツ基本法の精神に則り、スポー

ツ振興及び広報の拡充並びに財政基盤の確立を３本の柱として、公益法人としての健全な運営を行いながら、ス

ポーツを通じて地域コミュニティーの充実した元気で明るいまちづくりに寄与することを目的とした幅広い事業

を展開し、運営を行った。 

 

１ 地域市民スポーツの振興 

スポーツを「する」「みる」「ささえる」の３点から地域市民スポーツの振興を図った。 

 

（１）スポーツを「する」ために 

  スポーツを体験する機会を提供するために市民等を対象としたスポーツ教室やスポーツ大会等を実施した。 

 

ア スポーツ教室の開催（17教室・26コース開催 延べ参加人数合計 5,023人） 

教室名及びコース名 期日・回数 対  象 参加者（定員） 会  場 

1 ソフトテニス・ジュニア教室 4月～8月・8回 小学 4～6年生 27人（40人） 城山庭球場 

2 小学生陸上競技教室 4～3月・12回 小学 4～6年生 63人（100人)  城山陸上競技場 

3 プロが教える 

フットサル教室 

春 5～7月・8回 小学 4～6年生 50人（50人） 小田原アリーナ 

秋 9～12月・8回 小学 4～6年生 49人（50人） 

4 短距離走 

スピードアップ教室 

5月 5月・2回 小学 3～6年生 32人（30人） 城山陸上競技場 

8月 8月・2回 小学 3～6年生 34人（30人） 

5 シェイプアップ 

トレーニング教室 

春 5～7月・8回 18歳以上の女性 22人（40人） 小田原アリーナ 

秋 9～11月・8回 18歳以上の女性 38人（40人） 

6 親子体操教室 春 5～6月・5回 2～3歳の幼児と親 58組 116人(60組） 小田原アリーナ 

秋 10月・5回 2～3歳の幼児と親 59組 118人(60組） 

7 

 

やさしいヨガ教室 フィットネスヨガ 6月・4回 20歳～60歳の女性 19人（15人） 小田原アリーナ 

ヒーリングヨーガ 11月・4回 女性 11人（25人） 

8 初心者弓道教室 6月・10回 18歳以上（高校生含まず） 16人（20人） 城内弓道場 

9 ジュニア＆レディース

初心者テニス教室 

ジュニア 7～8月・7回 小学 4～中学 3年生 26人（40人） 小田原テニスガーデン 

レディース 7～8月・7回 16歳以上の女性 16人（20人） 

10 初心者ゴルフ教室 7～8月・3回 小学 1～中学 3年生 16人（30人） 小田原湯本カントリークラブ 

11 ドッジボール教室 午前 8月・3回 小学 1～6年生 62人（70人） 小田原アリーナ 

午後 8月・3回 小学 1～6年生 21人（70人） 

12 器械体操 

苦手克服教室 

ゴゴ① 8月・7回 小学 3～6年生 10人（10人） 小田原アリーナ 

ゴゴ② 8月・7回 小学 3～6年生 9人（10人） 

13 はじめてのスポーツ吹矢教室 10月・5回 50歳以上 19人（30人） 小田原アリーナ 

14 卓球教室 10月・5回 小学生以上 27人（30人） 小田原アリーナ 

15 シニア向け 

ニュースポーツ教室 

こゆるぎ 10～12月・8回 50歳以上 15人（20人） 橘タウンセンター・こゆるぎ 

みのり館 1～3月・12回 50歳以上 20人（20人） 曽我みのり館 

16 フィットネスウオーキング教室 11～12月・4回 20歳以上 18人（30人） 小田原アリーナ 

17 たのしい 

ノルディックウオーキング 

H27. 2.21・1回 20歳以上 31人（40人） 小田原アリーナ 

⇔曽我の里 

イ 各種競技会等の開催（11事業開催 延べ参加人数合計 20,707人） 

事  業  名 期  日 対  象 参加者 会  場 



1 第 8回小田原市ソフトバレーボール大会 H26. 5.18 市民他 30チーム 177人 小田原アリーナ 

2 第 8回小田原市ジュニアフットサル大会 H26. 6. 8 ①低学年(小学 3･4 年） 

②高学年(小学 5･6 年) 

①16 チーム 146 人 

②16 チーム 141 人 

小田原アリーナ 

3 第 3回おだわらキッズマラソン大会 

 

H26. 6.22 ①小学生の部 

小学 1～6年生 

②親子の部 

3 歳以上の未就学児と親 

936人 

 

248組 

 

小田原アリーナ

及び周辺コース 

 

 

③スポーツイベント 延べ 2,892人 小田原アリーナ 

4 第 66回小田原市民総合体育大会 

○内容 ①地区対抗 15競技 16種目 

    ②オープン  4競技 5種目 

○総合成績 優勝／豊川  4位／富水  

    準優勝／酒匂  5位／下府中 

3位／上府中 6位／芦子 

H26.7/15、

19、20、21、 

27 

計 5日間 

中学生以上の市民 26地区団体 

延べ約 3,369人 

市内各運動施設 

5 第 45回小田原市少年水泳競技大会 H26. 8.17 小学 3～6年生 45人 御幸の浜プール 

6 第 7回小田原市ドッジボール大会 H26. 8.22 

 

①低学年の部 

小学 1～3生生 

12チーム 156人 小田原アリーナ 

②高学年の部 

小学 4～6年生 

12チーム 156人 

7 第 5回おだわらスポーツ＆ 

レクリエーションフェスティバル 

H26.10.26 ①3歳未満対象 

・赤ちゃんダービー 

②一般対象 

・ニュースポーツ体験 

・チャレンジゲーム 

・伝承遊び 

・公開演技 

・大抽選会 

403人 

 

延べ約 8,835人 

小田原アリーナ 

8 第 8回おだわら駅伝競走大会 

○区間・距離 8区間 35.9㎞ 

○成績・優勝 ①地区対抗の部 

酒匂（8年連続 9回目） 

       ②事業所対抗の部 

       富士フィルムＡ 

（5年連続6回目） 

H27. 1.18 ①地区対抗の部 

・中学生以上の市民 

②事業所対抗の部 

・事業所員 

地区団体 

21チーム 210人 

企業 

8チーム 82人 

小田原アリーナ 

～市内コース 

9 第 69 回市町村対抗｢かながわ駅伝｣競走大会 

○区間・距離 7区間 51.9㎞ 

○成績    総合第 6位 

H27. 2. 8 中学生以上の市代表選手 11人 

県下市町 30 チーム 

(19市・11町) 

秦野市中央運動公園 

～県立相模湖公園 

10 第 28回小田原尊徳マラソン大会 H27. 3. 8 高校生以上 

①ハーフの部 

②クォーターの部 

2,788人 

①ハーフ 1,477人 

(男 1287・女 190) 

②クォーター 1,311人 

(男 969・女 342) 

小田原アリーナ

及び周辺コース 

 

 

11 地域健康スポーツ応援活動 富士見 H26.5/8～

29 4回 

富士見地区民 7人(延べ 28人) 新田公民館 

下府中 H26.10/9～ 

30 4回 

下府中地区民 8人(延べ 32人) 矢作公民館 



上府中 H26.12/2～ 

18 4回 

上府中地区民 13人(延べ 52人) 千代公民館 

 

（２）スポーツを「みる」ために 

 ア パブリックビューイングの活用についての調査研究を行った。 

期  日 内     容 会   場 

H26. 6.15 2014ワールドカップ 日本対コートジボアール戦の観戦を視察した。 

○主 催 いせはら楽市楽座（伊勢原駅前商店街） 

○参加者 体育協会職員 

日産バスターミナル 

（伊勢原駅北口） 

 

（３）スポーツを「ささえる」ために 

  市民スポーツの振興をささえるため、加盟団体及び小田原市スポーツ少年団等の運営及び活動の支援・助成

や各種スポーツ大会に対して助成をするとともに、スポーツ少年団姉妹都市交流事業の開催や、加盟団体等の

指導者の資質向上を図りスポーツ活動の普及と競技力向上を図るために各種講習会を実施した。また、スポー

ツ振興に貢献された方々等を表彰した。 

 

 ア スポーツ団体に対する支援事業 

スポーツ振興を図るため、21の競技団体、26の地区団体、9のレクリエーション加盟団体に対し、競技力向

上費、技術向上費、地区体育振興費及び組織活動促進費等の支援を行った。 

 

 イ スポーツ大会に対する助成事業 

   市民等を対象とした大会に対し助成した。（6大会） 

  大  会  名 期  日 会場及び参加人数等 

第 64回小田原近郷中学校水泳競技大会 H26. 8.16 小田原市営御幸の浜プール・70人参加 

第 25回小田原少年柔道大会 H26. 9.23 小田原スポーツ会館柔道場・20チーム参加 

第 45回川東地区婦人バレーボール大会 H26.11. 3 小田原アリーナメインアリーナ・14チーム参加 

第 36回報徳マラソン大会 H26.11. 9 尊徳記念館及び酒匂川サイクリングコース・641人参加 

第 40回小田原城元旦マラソン H27. 1. 1 小田原城址公園二の丸広場及び外周道路・330人参加 

第 50回川東地区駅伝競走大会 H27. 1. 4 上府中公園及び周辺道路・22チーム参加 

 

ウ スポーツ少年団に対する助成及び育成事業 

小田原市スポーツ少年団本部及び市内の各スポーツ少年団の健全育成のための事業活動を行うために助成

及び指導育成を行うとともに本部事務支援を行った。 

 

 

 

 

 

 

エ スポーツ少年団姉妹都市交流事業 

第 34回小田原市・日光市スポーツ少年団交歓会を開催した。 

期  日 内     容 会   場 

H26. 7/24、25 

    2日間 

○内 容 1日目 ①入村式、スポーツ交流（ドッジボール）、小田原ち

ょうちん作り体験を実施 

 ②サンサンヒルズ小田原に宿泊 

1日目 

小田原アリーナ 

2日目 



     2日目 ①地引き網、小田原城見学、退村式を実施 

○対 象 スポーツ少年団登録の 6年生 

○参加者 小田原市（団員 45人、指導者 15人） 

     日光市（団員 35人、指導者 9人） 

二宮海岸 

小田原城址公園 

 

 オ 指導者養成講習会の実施 

期  日 内        容 会    場 

H26. 8.31 競技委員会指導者養成講習会として、バドミントンクラブのリーダー及

び指導者を対象に講習会を行った。 

○内 容 (1)指導に必要なノックパイプの作り方、(2)トレーニングをす

る際のやり方や注意事項「バドミントンとトレーニング」、 

(3)試合に向けての準備の仕方や試合中の戦法を受講 

○講 師 名越 茂彦（小田原アリーナ副統括責任者・トレーニングル 

ーム） 

     山本 洋彦（小田原バドミントン協会副会長） 

○参加者 15人 

小田原アリーナ 

フィットネススタジオ 

H27. 1.25 競技委員会指導者養成講習会として、バスケットボール協会登録チーム指

導者・関係者・生徒、ＪＢＡコーチ登録者並びに公認スポーツ指導者を対

象に講習会を行った。 

○内 容 (午前の部)でパフォーマンス向上と傷害予防のトレーニング、

(午後の部)でファンダメンタル強化とグループスキルの向上

に対しての考え方、技術指導を受講 

○講 師 陸川 章（東海大学男子バスケットボール部監督） 

○参加者 （午前・午後） 延べ 163人 

立花学園高等学校 

 体育館 

 

H27. 2.28 地区委員会指導者養成講習会として、地区体育振興会役員を中心に、加盟

団体役員やスポーツ少年団指導者・保護者を対象に講習会を行った。 

○内 容 ＡＥＤを使用した心肺蘇生法 

○講 師 小田原市消防・栢山出張所隊員 

○参加者 11人 

小田原アリーナ 

 研修室 

H27. 2.14 

 

レクリエーション委員会指導者養成講習会として、レクリエーション団体

役員等を対象に講習会を行った。 

○内 容 バウンスボール体験 

○指導者 小田原市スポーツ推進委員 

○参加者 29人 

小田原アリーナ 

 サブアリーナ 

 

 

 

 

 

カ スポーツ医科学講習会の実施 

期  日 内     容 会   場 

H26. 6.11 加盟団体等指導者や一般市民等を対象として講習会を行った。 

○内 容 「スポーツトレーニングの基礎理論」の講演を受講 

○講 師 岸 由紀夫（横浜市スポーツ医科学センター・講師） 

○参加者 50人 

小田原アリーナ 

 研修室 

 

キ 体育功労者等に対する表彰事業 



スポーツ振興に貢献した個人及び団体、著名な大会等で優秀な成績を収めた選手及びチームに対し、新春

スポーツ人の集い会場において表彰を行った。 

○期 日 平成 27年 1月 9日（金） 

○会 場 報徳二宮神社 報徳会館・天翔 

○表彰の種類 ①感謝状、②功労者表彰、③優秀選手表彰 

○受賞者 14人 

 

【感謝状】 

No. 団  体  名 氏   名 

1 小 田 原 弓 道 協 会 鈴木 啓司 

2 小 田 原 剣 道 連 盟 遠藤 義幸 

3 小 田 原 サ ッ カ ー 協 会 山口 利昭 

 

【功労者表彰】 

No. 団  体  名 氏   名 

1 小 田 原 ソ フ ト テ ニ ス 協 会 柴田 正光 

2 小 田 原 バ ス ケ ッ ト ボ ー ル 協 会 出羽 成吏 

3 小 田 原 サ ッ カ ー 協 会 柏木  功 

4 足 柄 体 育 振 興 会 武井 弘行 

5 小 田 原 市 イ ン デ ィ ア カ 協 会 鈴木  忠 

6 小 田 原 ペ タ ン ク 協 会 大舘 恒夫 

7 小 田 原 ソ フ ト ボ ー ル 協 会 篠崎  豊 

8 小 田 原 市 ス ポ ー ツ 少 年 団 大橋留美子 

 

【優秀選手表彰】 

No. 氏  名 大  会  名 種 目・成 績 

1 杉本  恵 平成26年度全国中学校体育大会第45回全国中学校卓球大会 女子団体戦 準優勝 

2 菅澤杏花里 第11回全国ホープス選抜卓球大会 女子団体戦 準優勝 

3 菅澤柚花里 第11回全国ホープス選抜卓球大会 女子団体戦 準優勝 

 

ク ニュースポーツ普及・促進事業 

No. 期  日 内        容 会    場 

1 H26. 6. 5 富士見小学校児童及び保護者にニュースポーツの普及・指導

を行った。 

○種 目 パラシュット 

○指導者 体育協会職員 

富士見小学校体育館 

2 H26. 7/23、24 山王小学校児童にニュースポーツの普及・指導を行った。 

○種 目 23日 パラシュット、ディスゲッター9 

     24日 バウンスボール、キンボール 

○指導者 体育協会職員、小田原市スポーツ推進委員 

山王小学校体育館 

3 H26.10.14 報徳学区連合子供会の子どもたちにニュースポーツの普

及・指導を行った。 

○種 目 キンボール 

○指導者 体育協会職員 

報徳小学校体育館 



4 H26.10.20 富水小学校児童にニュースポーツの普及・指導を行った。 

○種 目 ゲートボール、ペタンク 

○指導者 体育協会職員 

富水小学校グラウンド 

5 H26.11. 6 

 

 

よるべ沼代でニュースポーツの普及・指導を行った。 

○種 目 ディスゲッター９、室内ペタンク 

○指導者 体育協会職員 

よるべ沼代 

 

 

6 H26.11.14 三の丸小学校児童にニュースポーツの普及・指導を行った。 

○種 目 パラシュット 

○指導者 体育協会職員 

西湘地区体育センター 

7 H27. 2. 3 

 

 

久野小学校児童にニュースポーツの普及・指導を行った。 

○種 目 インディアカ 

○指導者 体育協会職員、小田原市インディアカ協会員 

久野小学校体育館 

 

 

 

２ 広報の拡充 

 

 本協会や加盟団体、各種スポーツ団体の活動状況及び各種スポーツ情報の収集をするとともに情報の提供を行

った。また、加盟団体等の相互の情報交換や研修会を行った。 

 

（１）広報事業の展開 

項     目 発行年月日 備     考 

会   報   第   21   号 H26. 6. 1 1,000部印刷 加盟団体他に配布 

情報誌「スポーツおだわら」第 87 号 H26. 5. 1 ○毎号 10,000部印刷 

 ①回覧先 市内自治会に回覧 

②配布先 （公財）小田原市体育協会加盟団体、 

県下体育協会ほか 

情報誌「スポーツおだわら」第 88 号 H26. 9. 1 

情報誌「スポーツおだわら」第 89 号 H26.12. 1 

情報誌「スポーツおだわら」第 90 号 H27. 3. 1 

平成 26 年度スポーツ・レクリエーションカレンダー  H26. 6. 1 B3サイズ 1,200部印刷 加盟団体他に配布 

体育協会ホームページによる情報提供 随時 体育協会の概要を掲載 

 

（２）情報交換事業の展開 

名   称 期  日 内     容 

競 技 委 員 会 研 修 会 H26.12. 2 1．平成 27年度スポーツ医科学講習会について 

2．平成 27年度指導者養成講習会について 

3．競技団体間における情報交換 

地 区 委 員 会 研 修 会 H27. 2.28 1．各団体内で抱えている問題について等 

2．地区団体間における情報交換  

レクリエーション委員会研修会 H27. 2.14 1．平成 27年度指導者養成講習会について 

2．平成 27年度研修会について 

3.レクリエーション団体間における情報交換 

新春スポーツ人の集い H27. 1. 9 スポーツ関係者が一堂に会して新春を祝った。 

1．体育協会表彰式 

2．参加者による情報交換 

○会場 報徳二宮神社 報徳会館・天翔（参加者 239人） 

 

（３）情報収集の実施 



 ア 東京オリンピック・パラリンピックに向け、視察等による情報取集を行った。 

期  日 内     容 会   場 

H26. 4.14 一般財団法人東京オリンピック・パラリンピック競技大会組織委員会

を訪問し、情報収集を行った。 

○参加者 会長、副会長、専務理事、事務局長、体育協会職員 

東京都庁第一本庁舎 

H26.12.22 公益財団法人日本体育協会、内閣官房 2020年オリンピック・パラリン

ピック東京大会推進室、一般財団法人東京オリンピック・パラリンピ

ック競技大会組織委員会の３ヶ所を訪問し、情報収集を行った。 

○参加者 会長、副会長、専務理事、体育協会職員 

岸記念体育館 

内閣府庁中央合同庁舎 

東京都庁第一本庁舎 

H27. 1.27 神奈川県庁及び神奈川県教育委員会を訪問し、情報収集を行った。 

○参加者 会長、専務理事、事務局長、体育協会職員 

神奈川県庁本庁舎 

住宅供給公社ビル 

 

 イ 民間スポーツ施設等の調査を行った。 

期  日 内     容 会   場 

H27. 3. 2 星槎箱根仙石原総合型スポーツクラブを訪問し、「車イスバスケットボ

ール」等に関する情報収集と施設見学を行った。 

○参加者 会長、専務理事、事務局長、体育協会職員 

仙石原キャンパス 

 

３ 財政基盤の確立 

法人としての財政基盤を確立するため、事業収益の継続的な確保に努めた。 

 

４ その他この法人の目的を達成するために必要な事業 

 

（１）小田原市が実施するスポーツイベントに対する協力を行った。 

ア 第 16回城下町おだわらツーデーマーチに係る従事者の派遣。 

   ○期 日 平成 26年 11月 15日（土）・16日（日） 

   ○会 場 小田原城址公園銅門広場及び各コース等 

   ○内 容 接待係、当日受付・景品係、交通係に従事 

○従事者 延べ 61人（2日間） 

 

５ 今後この法人の目的を達成するために計画的に推進していく事業 

 

（１）大会の運営・種目等の見直しを行った。 

ア 小田原市民総合体育大会の得点方法を変更した。（各種目の参加地区数を最高得点とした） 

イ 小田原尊徳マラソン大会のコースを一部変更するとともに 10㎞の距離をクォーターに変更した。 

参考資料 

 

※ 賛助会費（167件 2,405,000円） 

 

※ 平成 26年度 地区健民祭・体育祭等実施状況（22地区開催、4地区雨天中止） 

No. 地 区 団 体 名 期  日 会    場 

 １ 前 羽 体 育 振 興 会  ５月１８日 前 羽 小 学 校 

 ２ 新 玉 地 区 体 育 協 会  ５月２５日 新 玉 小 学 校 

 ３ 上 府 中 体 育 協 会  ９月２１日 千 代 小 学 校 

 ４ 片 浦 体 育 振 興 会  ９月２７日 片 浦 小 学 校 



 ５ 幸 地 区 体 育 振 興 会  ９月２８日 三 の 丸 小 学 校 

 ６ 大 窪 体 育 振 興 会  ９月２８日 大 窪 小 学 校 

 ７ 国 府 津 体 育 振 興 会  ９月２８日 国 府 津 小 学 校 

 ８ 富 水 体 育 振 興 会 １０月１２日 泉 中 学 校 

 ９ 下 曽 我 体 育 協 会 １０月１２日 下 曽 我 小 学 校 

１０ 酒 匂 体 育 協 会 １０月１２日 酒 匂 小 学 校 

１１ 曽 我 体 育 振 興 会 １０月１２日 曽 我 小 学 校 

１２ 万 年 体 育 振 興 会 １０月１９日 新 玉 小 学 校 

１３ 足 柄 体 育 振 興 会 １０月１９日 町 田 小 学 校 

１４ 豊 川 体 育 協 会 １０月１９日 豊 川 小 学 校 

１５ 十 字 地 区 体 育 振 興 会 １０月２６日 三 の 丸 小 学 校 

１６ 芦 子 地 区 体 育 振 興 会 １０月２６日 芦 子 小 学 校 

１７ 久 野 体 育 振 興 会 １０月２６日 久 野 小 学 校 

１８ 山 王 網 一 色 体 育 振 興 会 １０月２６日 山 王 小 学 校 

１９ 下 府 中 体 育 振 興 会 １０月２６日 下 府 中 小 学 校 

２０ 富 士 見 体 育 振 興 会 １０月２６日 富 士 見 小 学 校 

２１ 桜 井 体 育 振 興 会 １０月２６日 城 北 中 学 校 

２２ 二 川 体 育 協 会 １１月 ２日 足 柄 小 学 校 

２３ 橘 北 体 育 振 興 会 雨天中止 （９月７日・１４日・下中小学校） 

２４ 緑 地 区 体 育 振 興 会 雨天中止 （１０月５日・城山中学校） 

２５ 東 富 水 体 育 振 興 会 雨天中止 （１０月５日・東富水小学校） 

２６ 早 川 体 育 振 興 会 雨天中止 （１０月５日・早川小学校） 

 

 ※ ラジオ体操の実施 

   夏休みを利用して、小学生等を対象にラジオ体操を行った。 

   ・期 日 平成２６年８月４日～２１日の毎週月、水、木曜日 全９回実施 

   ・会 場 小田原アリーナ前庭芝生広場 

   ・指導者 体育協会職員 

 

 

 


